



著者 大宮 真一, 石井 由依, 竹田 唯史, 近藤 雄一郎, 










































Studies on Improvement of Physical Fitness at Elementary Students in Ebetsu City 18
─ Step and Challenge of Jr. Leader’s Rearing on Practice of Morning Exercise 
at A  Elementary School 2 ─
大 　 宮 　 真 　 一１） 石 　 井 　 由 　 依２） 
Shin-ichi OMIYA Yui ISHII
竹 　 田 　 唯 　 史１） 近 　 藤 　 雄 一 郎３） 増 　 山 　 尚 　 美１） 
Tadashi TAKEDA Yuichiro KONDO Naomi MASHIYAMA
晴 　 山 　 紫 恵 子４） 山 　 本 　 公 　 輔５）


















































































































































































①たくさんかかわれた 4 3 4
②すこしだけかかわれた 3 4 2
③あまりかかわれなかった 0 0 0
回答なし 1 1
１年生とかかわって自信がついたことを書いて
ください
回答 学年 上記回答
・みんなが楽しめるように意見を出せ
るようになった。
6 ①
回答無 6 回答無
・下の人としゃべりやすくなった 6 ①
・低学年に話しかけること 6 ②
・高学年としての意識が高まった 6 ②
・やさしく接する事 6 ①
・１年生とあそべるようになった 5 ①
・自分の考えを言えるようになった 5 ②
・１年生ととても仲良くなれた 5 ②
・はっきりとしゃべる 5 ②
・そうじの時間で低学年を教えること
　ができるようになった
5 ②
・だれかに自分の意見をはなしたり，
　自分で話をまとめること
5 回答無
・発表すること 5 ①
・自信を持って大きな声で話たりせっ
　したりできた。
5 ①
・ゲームをいろいろ考えることができた。 4 ①
・１年生と遊んでも楽しいこと 4 ①
・説明が上手になった 4 ①
　回答無 4 ①
・１年生と，前より仲良くなれた 4 ②
・？ 4 ①
・みんなの前で話すのがちょっと好き
　になった！１年生と遊ぶのが楽しい！
4 ②
・１年生と仲よくなれた 4 ②
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３．ジュニアリーダーとして，よくできたところ，うまくできなかったことは何ですか？
よくできたところ うまくできなかったところ 学年
・１年生がわかるように説明できたこと。１年生が楽し
めるように意見をだせたこと。
・自分が楽しんでいて，１年生にぶつかりそうになったこ
と
6
・しっかりと動いて，体力を高められた ・ジュニアリーダーなのに友達と喋っていた。 6
・前でせつめいできたこと ・前でせつめいしているときによういをできなかったこと 6
・説明する時の声の大きさやあいさつ ・すばやくうごくこと 6
・あいさつやリーダーとしてのしごとをしっかりできた。 ・朝はやくきてみんなと準備することができなかった 6
・みんなの前で説明できた。 ・説明に時間がかかることがあった。 6
・説明をちゃんとできた。ルールを教えてあげれた ・言い方がちょっときつかった 5
・楽しくできたこと。 ・前にはずかしくてでれなかった 5
・意見を多く出せた ・あそびを考える人にあまり立候補しなかったこと 5
・低学年の面倒をみた ・ふざけたりしたこと 5
・１年生と楽しく遊べたこと ・１回だけ時間に遅れたこと 5
・すすんで手をあげられたところ。 ・１年生をまとめる事。 5
・大きな声で話せたり，ルールをわかりやすく教えること。 ・特になし 5
・１年生も楽しむことができた。 ・説明がでかんじゃったところ。 4
・楽しく遊べたこと ・説明がうまくできなかったこと 4
・ゲームをつくって楽しんでもらうことができた。 ・あまり運動をできないゲームがあったこと 4
・とくにないです ・とくにないです 4
・１年生に遊びを教えることができた。 ・意見をあまりだせなかった 4
・おしえること ・発表 4
・一番最初に手を挙げてリーダーをできたこと!! ・うまく１年生に伝えられなかった(-_-) 4
・遊びをしっかり考えられた ・意見をあまりだせなかった 4
４．来年もジュニアリーダーとして参加したいですか？（４，５年生）
４年生 ５年生
①したい 1 8
②したくない 7 0
これから中学校へ進学することになりますた，ジュニアリーダーの経験はどんなことで活かせると思
いますか？
・自分できかくを考える事や人にやさしく説明する事などの力がつき中学校でもれれらの事は活かせると思います。朝運
動に関わってきた方がた，大学生のみなさん，やさしく接してくださりありがとうございました。
・体育の授業や部活に活かせると思います！
・ジュニアリーダーでしゃべるきかいが多くなったので中学校にもいかしていきたい。
・人と人とのかかわり
・体力の向上
・中学校でイベントがあった時，みんなが楽しめるように考えること
５．ジュニアリーダーをこれまでに何年間行いましたか？（６年生対象）
人数
３年間 5
２年間 1
１年間 0
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図２　第７クールでのJr.Lの活動の様子
　　　上段　11/7 　４年生のJr.Lが考案したコロコロリレー（説明と実践）
　　　中段　11/10　前回の反省をもとに意見を集め，実践，そして再度反省
　　　下段　11/14　１年生を加えて遊び実践（リレーではなく，全員でサーキット遊び）
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た」および「すこしだけかかわれた」と回答
した。この体験から自信がついた内容として
多く挙がったのは，「１年生と話すことがで
きるようになった，仲良くなれた」と読み取
れる内容が９件，「みんなの前で話すことで
きるようになった，意見を出せるようになっ
た」と読み取れる内容が８件であった。これ
らのことから，４月当初では１年生との関わ
りに不安や緊張を抱いていたがそれが解消さ
れたこと，さらに大勢の児童の前で説明した
り，上級生や下級生に対して意見を述べる機
会が増えたことで，友達同士以外での異学年
交流の中でコミュニケーション能力が高まっ
たことを意味するものと考えられる。したが
って，運動の考案・実践を通して自らの成長
をJr.L自身が感じ取れる機会となったものと
考えられる。
３）「ジュニアリーダーとして，よくできた
ところ，うまくできなかったことは何です
か？」から
　先述の２）と関連する部分であるが，「う
まくできたところ」として特に多く挙がっ
たのは，「説明できた，教えることができた」
という内容の記述がのべ８件，「楽しく遊ぶ
ことができた」という記述はのべ６件であっ
た。このことはJr.Lの満足度している点とし
て，人前で話すことに慣れたこと，運動量は
多くないがこの取り組み自体が楽しい，とい
うことが理解できる。さらに，Jr.Lが的確に
わかりやすく運動遊びの説明が行えて，運動
する目的も明確にした上でたくさん運動する
時間を確保できたことに満足する意識にまで
高めることが必要であると考えられる。
　一方，「うまくできなかった」回答には，
個人が感じた内容が多種多様であった。特に
キーワードとしては，「説明」，「意見が出せ
なかった」，「恥ずかしさ」を挙げ，これらを
関連付けると本研究でメイン指導者をやりた
いとして手を挙げたJr.Lに偏りがあり一度も
メインを行っていない児童も半数以上いた。
このような感想を述べている児童も少なくは
ないので，その気持ちを克服するような手立
ても必要であると考えられる。
４）「来年もジュニアリーダーとして参加し
たいですか？（４，５年生対象）」から
　５年生は全員参加したいとの回答であった
が，４年生は１名を除き７名がしたくないと
いう回答であった。４年生においては，今年
度始まった当初から４年生が積極的にメイ
ンでの指導者を立候補して遊びを考えていた
が，Jr.L会議でルールや遊び方の説明が他の
リーダーへ伝わりにくいといった場面が多々
あったこと，５，６年生のリーダーを前にし
て意見をもらうことでの緊張感，１年生との
取り組みの中で50人へ運動してもらうように
説明したり手本を示したりしても結果として
リーダーが思う遊びの様子にならなかったこ
とが理由として推測される。一方で，先述し
た２）および３）において自信がついたこと
やよくできたこと，うまくできなかったこと
などの反省できている感想や考えを持ちなが
ら，また実践してみたいという気持ちとはギ
ャップがあることも明らかとなった。
　また，この４年生と５年生との回答の違い
について，以下のことも推測される。今年度
の５年生が４年前の2013年度に１年生であっ
た当時初めてJr.L制度が導入され，年間33回
の朝運動の遊び10）を全て参加していた学年で
あった。そのため，朝運動で大学生，当時の
Jr.Lからも遊んだイメージが強かったのかも
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しれない。一方，今年度の４年生が３年前の
2014年度においては，年間32回の朝運動の遊
びのうち，約半分の17回の参加に留まってい
る。残りの15回はJr.Lが大学生が考えてきた
遊びを体験し，メインのリーダーを決定し，
次に来る１年生との遊びを説明できるように
したり，遊び方の流れをつかむといったリー
ダー育成に充てられていた12）。そして，１年
生へのアンケートからも朝の運動はほぼ全員
からとても楽しかったまたは楽しかったとの
回答を得ている。このように，現在の４，５
年生が当時１年生の時の運動遊びの経験やリ
ーダーとの交流の仕方の違いがあったことも
原因かもしれない。
５）「ジュニアリーダーをこれまでに何年間
行いましたか？（６年生対象），これから
中学校へ進学することになりますが，ジュ
ニアリーダーの経験はどんなことに活かせ
ると思いますか？」から
　今年度参加した６年生は初めての参加者は
おらず，複数年のリーダーを体験している児
童たちであった。中学校で活かすことの内容
についても，生徒同士の関わり，部活動やイ
ベントで楽しい企画を考えるための基盤づく
りやコミュニケーションを取ることなど進学
先での自らの行動意識などにも影響するので
はないかと考えられる。
２．今後のJr.L育成課題
　2014年度にも課題として挙がった「Jr.Lを
育てるためのマニュアルの作成」11）につい
て，今年度は大学生のサポートを減らし，リ
ーダー主体でなおかつこれまでの2014年度か
ら代々リーダーの実践する姿を下級学年へと
継承してきたという前提条件をもとに実践し
てきたが，リーダーがオリジナルで遊びを説
明したり，手本を示したり，なおかつ20分以
内でそれを達成することは困難であることが
一層理解できた。したがって，今後，Jr.Lの
育成課題として，３つを挙げることとする。
①　Jr.Lが，大学生または運動遊びに関する
指導者が楽しく運動遊びを提供する指導場
面を１年生の立場となって体験する。
②　大学生または運動遊びに関する指導者が
20分間の実践の中で，説明の内容や話し方，
手本の示し方，声の大きさ，１年生に感想
を聞いて遊びの評価をすることなど，実践
の流れをJr.Lたちに理解してもらう。
③　Jr.Lが最初に遊びを考案してきた内容を
説明し実践後に，他のリーダーから意見を
集め，リーダーと１年生がともに楽しく遊
ぶことができるように意見をまとめて，次
回の実践内容を提示することを明確にでき
るようにする。
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